
在京和歌山県人会会報� 第174号
編 集 兼
発 行 人� 谷 　 口 　 博 　 昭

発 行 所　� 在京和歌山県人会
〠102-0093 東京都千代田区平河町２-６-３
　　　　　　都道府県会館12階

電　話（03）5212-9057（代表）直通
ＦＡＸ（03）5212-9059　　　　　
振　替　００１９０-９-３０２３９

（題字は初代野村会長筆）

謹　賀　新　年　　令和三年元旦

令和３年１月１日　	 在 京 和 歌 山 県 人 会 会 報	 　第 174 号

龍神温泉 上御殿（田辺市）

年頭のご挨拶����������������
� 本会会長・谷口　博昭�（３）
新春ごあいさつ���������������
� 和歌山県知事・仁坂　吉伸�（４）
新年のご挨拶����������������
� 和歌山県議会議長・岸本　　健�（５）

（目　　　　　　　次）

〔新春随想〕
　紀州人の足跡を訪ねて���松井　健一�（６）
　新年のご挨拶�������佐藤　生空�（６）
郷土だより���������������（７）
新入会員����������������（８）



令和３年１月１日　	 在 京 和 歌 山 県 人 会 会 報	 　第 174 号

（ 2 ）



令和３年１月１日　	 在 京 和 歌 山 県 人 会 会 報	 　第 174 号

（ 3 ）

　明けましておめでとうございます。
　会員の皆様方におかれましては、ご壮健で良き新年をお迎えのことと存じ
ます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染の関係で総会等諸行事を中止することと
なりました。和歌山県は早期に新型コロナウイルス感染が顕在化しましたが、
仁坂知事はじめ関係者のご尽力により感染拡大に一定の歯止めをかけ収める
ことが出来ました。関係者のご尽力に敬意と感謝の意を表すると共に引き続
きのご尽力をお願い致します。

　コロナ感染の他、７月熊本県豪雨災害、９月台風10号停電被害等があり、９月16日菅義偉新内閣
が発足、自民党役員人事では二階自民党幹事長と世耕参議院幹事長が留任されました。新内閣・新
体制には、国民の当面の不安解消を図るため感染の全体像と収束の出口戦略を示し感染拡大防止と
経済再生の両立を進めることが求められます。併せて、国民の将来不安を解消するため、「令和」
に相応しいコロナ後の日本再生の将来像を示すことが求められます。
　新型コロナウイルス感染は東京はじめ大都市の人口集中を解消することを諭し、首都直下地震や
南海トラフ地震等の災害リスクを緩和するためにも、分散型国土形成を促進することが肝要です。
テレワーク等の浸透により可能となった大都市での就職と地方での居住を図るため、「国士強靭化」
と「地方創生」の推進が求められます。
　さて、県人会は素敵な出会いの場、交流の場であります。県人会創設の先人達の熱き想いを大切
に、県勢一層の飛躍のため、皆様方のご支援を戴きながら郷土愛精神を持って種々の活動に努めて
まいりたいと想います。
　また、在京和歌山県人会会長は「県人の子弟が安心して勉学に励める環境を提供し、団体生活を
通して有為の人材を育てること」を目的として東京都調布市に開設された（公財）和歌山県奨学会
東京学生寮の理事長を務める慣例です。人材育成継承のために相応しい運営の在り方について議論
を深めています。所縁のある方々と所期の目的を果たせる様努めて参りたいと想います。皆様方の
温かいご支援やご協力をお願い申し上げます。
　結びに、新型コロナウイルス感染が収束し、本年が会員の皆様方と和歌山県にとって幸多い年と
なることを祈念し年頭のご挨拶と致します。

年 頭 の ご 挨 拶
在 京 和 歌 山 県 人 会　　　　　　

会　長　谷　口　博　昭
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新 春 ご あ い さ つ
和 歌 山 県 知 事 　　　　

　仁　坂　吉　伸

　あけましておめでとうございます。
　謹んで、在京和歌山県人会の皆さんに新春のお慶びを申し上げます。
　今年は、明治４年の廃藩置県により、和歌山県、田辺県、新宮県の３県が
統合され、現在の「和歌山県」が誕生してから150周年を迎えます。
　歴史を遡ると、熊野は、全ての人々を受け入れる『蘇りの地』として、多
様な文化を生み出してきました。また、和歌山発の事柄は多く、『進取の気性』
の県民性が脈々と受け継がれています。
　我々は、本県の誇るべき歴史と先人を模範とし、コロナ禍という現下の荒

波に立ち向かっていかなくてはなりません。
　コロナ禍の長期化が見込まれる今、当面は、早期発見、早期隔離、徹底した行動履歴の調査によ
るコロナの感染拡大防止と、苦境に立たされた地域経済の再生との両立に取り組みます。特に大き
な影響を受けた観光について、豊かな自然と文化に恵まれた「蘇りの地、わかやま」に多くの皆さ
んをお迎えし、県内観光産業を復活させたいと考えています。
　それとともに、コロナ後の新たな世界への対応も欠かせません。その中の大きな変化の潮流とな
る東京一極集中から地方回帰への流れを受けて、ICT・オフィス系企業の誘致を推進し、社会のデ
ジタル化の潮流に沿って、官民のオンライン化を強力に推進する「デジタル和歌山」の実現を進め
ます。
　また、新しい産業を起こすため、日本初の民間ロケット発射場の完成に伴い、宇宙関連産業の誘
致や集積を進めるとともに、IR誘致についても引き続き推進し、文字どおり「進取の気性」で和
歌山の未来を切り拓きます。
　そして、本年開催する「紀の国わかやま文化祭2021」、「紀の国わかやま総文2021」に、多くの方々
をお迎えし、皆さんと共に、生誕150周年を文化の咲き誇る和歌山にしたいと思います。
　人類の叡智はコロナとの闘いに必ず勝利すると信じています。人口減少対策や産業の振興、防災
対策などにも引き続き挑戦し、和歌山の力強い再生を実現するため、本年も引き続き全力を尽くし
てまいります。
　この一年が、在京和歌山県人会の皆さんにとって幸ある年となりますことをお祈り申し上げ、
年頭の御挨拶といたします。
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　新年あけましておめでとうございます。
　在京和歌山県人会の皆様には健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上
げます。
　さて、昨年、世界中を震撼させた「新型コロナウイルス感染症」の流行は、
私達の暮らしにも大きな影響を与えました。これまで経験したことのない自
粛生活を行う中で、オンライン授業や在宅勤務といった新たなライフスタイ
ルの採用など生活環境は一変し、また、東京オリンピック・パラリンピック
など様々な式典やイベントが延期や中止を余儀なくされる、正に激動の年と
なりました。

　この感染症は、今なお感染者が増え続けている状況ですが、日々医療の最前線で治療に尽力され
ている医療従事者の皆様をはじめ、各分野において地域経済を支えてくださっている皆様、感染症
対策にご協力くださっている全ての皆様に、改めまして御礼と深謝を申し上げます。
　現在、社会全体が想定もしなかった状況に直面しています。しかしながら、今こそ私達は前を向
き、歩みを進めていかなければなりません。
　本年は、和歌山で初開催となる「紀の国わかやま文化祭」や「全国高等学校総合文化祭」といっ
たビッグイベントが予定され、４月には、和歌山県立医科大学に薬学部が新設されるなど、令和３
年を希望に満ちた反転攻勢の年とすべく、様々な施策が準備されています。
　県議会といたしましても、県行政と共に感染防止対策と社会経済活動を両立させ、ふるさと・�
和歌山に元気が戻るよう努力してまいりますので、県人会の皆様方におかれましても、引き続き、
ご支援、ご協力をお願い申し上げます。
　結びに、在京和歌山県人会のますますのご発展と、この一年が県人会の皆様にとってより良い年
になりますようお祈り申し上げ、年頭にあたってのご挨拶といたします。

新 年 の ご 挨 拶

和 歌 山 県 議 会 議 長　　　

　岸　本　　健
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　会員の皆様、新年明けましておめでとうございます。
　私が、在京和歌山県人会に入会させていただいたのは、
平成 31 年、私が、まだ司法修習生の頃でした。当時、妻
とともに、東京で生活していたのですが、住み慣れぬ東京
で、聞き慣れない標準語ばかり聞いておりましたところ、
地元・和歌山の雰囲気を求めて、当会に入会したものです。
　司法修習を終え、法律事務所を田辺市に設置し、それか
ら１年余りが経ちます。
　住民票は田辺に移していましたが、今でも、月２回ほど
は上京しております。
　令和２年は、良くも悪くも、新型コロナの影響を受けた
１年でした。
　緊急事態宣言が為された４月頃、妻は出産直前でした。
私は外から新型コロナを家庭に持ち込まぬよう、事務所で
寝泊まりするようになりました。５月に子が生まれてから
も同様です。
　また、新型コロナが流行ってからしばらくはマスクを着
用する習慣が身につかず、裁判所でマスクの配布を受ける
ことも多かったです。
　事務所の周りでクラスターが発生した際は、近隣商店街
の賑わいがなくなりました。
　一方、新型コロナの影響で業績悪化した企業から、人員
が流出し、当事務所で雇用することができました。
　接待の機会が減り仕事がはかどりました。
　ビデオ会議が日常的なものとなり、効率的な事務処理が
可能になりました。
　新型コロナは令和３年も形を変えながら、社会に一定程
度の影響を与え続けることでしょうが、これに臨機応変に
対応したいと考えています。
　ところで、上にも記しましたが、５月に長男が生まれま
した。原稿執筆時現在で生後７ヶ月です。むっちゃ可愛い
です。まだハイハイはできませんが、うねうねしながら前
に進めるようになりました。いつ立つのか、いつ喋るのか、
どんな夢を描くのか、今後の成長が楽しみな反面、自分が
そうだったように、生意気な小僧になってしまうぐらいな
らずっと可愛い今のままでいて欲しいとも思います。
　新年も様々なこと、いいことも悪いことも起こるので
しょうが、楽しめるように頑張りたいと思います。
　本年もどうぞよろしくお願いします。

　新年明けましておめでとうございます。
　私は、本会に入会してまだ２年足らずの新米ですが、今
年還暦を迎えるということで投稿する機会を与えていただ
きました。ありがとうございます。
　私は、小中高時代を和歌山市で過ごしました。現在は、
建設会社に勤務しておりますが、大学卒業後は、建設省・
国土交通省で勤務しました。谷口博昭会長は、高校、職場
の先輩、当会会員の足立敏之参議院議員は、高校、大学、
職場の先輩になります。
　国土交通省で近畿地方整備局での勤務経験が無いもので
すから、仕事で直接和歌山県と関わる機会はありませんで
したが、千葉県香取市にある利根川下流河川事務所に勤務
した時に、身近に紀州人の足跡を数多く見つけることがで
き、それらを探索することを楽しみにしておりました。
　皆様私より詳しい方ばかりですので、私が紹介するまで
もありませんが、例を挙げますと、利根川流域に「紀州流」
という治水工法を導入した八代将軍吉宗が連れてきた伊沢
弥惣兵衛為永、銚子市の外川漁港を「外川千軒大繁盛」と
言われるほど発展させた崎山次郎右衛門、銚子市の「ヤマ
サ醤油」７代目で「稲むらの火」で有名な濱口梧陵、銚子
市の「ヒゲタ醤油」の初代社長で後に衆議院議員となり銚
子漁港の修築に尽力した濱口吉兵衛、我孫子市の手賀沼の
ほとりに居を構え、朝日新聞記者として日本のジャーナリ
ズムの発展に大きな足跡を残した杉村楚人冠などです。
　国土交通省の前身の内務省にも金森誠之という先輩技術
官僚を見つけました。金森誠之は耐久中学、東京帝国大学
を卒業後、内務省に入省し、利根川、多摩川、荒川の治水
工事に従事します。彼の業績は沢山ありますが、オリンピ
ックイヤーにちなんで一つだけ紹介すると、荒川上流改修
事務所長の時に河川改修によってできた排水路を彼の提案
によって昭和15年の東京オリンピック（後に中止）のボート
競技場として整備したことがあります。同会場は昭和 38年
の東京オリンピックでボート会場として活用され、今では
ボートの聖地と言われています。
　一端を紹介しましたが、まだまだ探索できていない紀州
人の足跡も多いので、還暦を迎えての抱負として、今後と
も少しずつ探訪していきたいと思っています。

【新春随想】

紀州人の足跡を訪ねて
　松 井 健 一

（和歌山市出身）
（昭和36年２月生）

　

新年のご挨拶
佐藤生空法律事務所　佐　藤　生　空

（田辺市出身）
（昭和60年11月生）
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郷土だより

県議会議長に岸本健現議長（50才）が続投

　和歌山県議会は昨年6月10日定例議会で議長に岸本健氏
（50才）の続投を決めました。岸本氏は2007年に県議に初
当選、紀の川市選挙区選出で４期目、自民党。正副議長
人事は最大会派（自民党県議団）の議員が１年交代が慣
例となっている。続投は40年ぶり。「より安定した議会運
営を行っていきたい。新しいことに取り組みたい」と続投
を機に抱負を語っている。

勝海舟が梧陵に贈った茶碗
稲むらの火の館で展示

　「稲むらの火」で知られる広川町の実業家、濱口梧陵
（1820～ 85）が昨年６月15日で生誕200年を迎え、稲むらの
館では幕末から明治維新にかけて活躍した政治家、勝海舟
（1823～ 99）が、自ら作り梧陵に贈ったとされる茶碗＝濱口
梧陵から資金的な援助を受けていた勝海舟がお礼に茶碗を
返礼＝が昨年７月末まで稲むら火の館で展示されました。
　茶碗は直径13センチで、高さ５センチ。側面には「はか
ない人生を見通すこと道半ば」という意味の漢語「看破
浮生一生」と文字が書かれている。

関西広域連合会会長に仁坂吉伸県知事が就任

　府県を超えた広域的な課題に連携して取り組もうと、
2010年12月1日に設立。滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、
和歌山、鳥取、徳島の２府６県と京都、大阪、堺、神戸の
４市で構成。広域連合長は11年12月から井戸敏三兵庫県
知事が５期連続で務め、井戸知事の指名を受けて同じ期
間、仁坂知事が副広域連合長を務めていた。
　仁坂知事は「コロナ対応はじめ、地方分権をどう進め
るかなど、広域連合会で話し合っていきたい」と意欲をみ
せている。広域連合長の任期は20年12月４日から22年12月
３日までの２年間。

県文化賞に生物学者で東京大学先端科学技術
センター所長の神﨑亮平さん（63歳）が選出

　令和２年度の県文化表彰の受賞者６人と１団体が選出
され、文化の向上発展に特に顕著な業績を残した県文化

賞に高野口町（現・橋本市）出身の神﨑亮平さん（63歳）
が選ばれました。
　県文化表彰は1964年に始まり、昨年度で57回目。
　その他の受賞者は
　〔文化功労賞〕は和歌山市出身の版画家・故尾崎斎晃さ
ん（84歳）。御坊市出身の歴史学者・小山譽城さん（69歳）。

〔奨励賞〕には、和歌山市出身の日本舞踊家・尾上菊透さ
ん（40歳）、橋本市出身の尺八奏者・辻本好美さん（32歳）、
和歌山市出身のピアニスト・中谷政文さん（37歳）、新宮
市の熊野速玉大社祭事保存会が選ばれました。

白浜−羽田　全便の機材大型化

　日本航空は昨年の10月25日から南紀白浜（白浜町）−羽
田（東京）定期便の全３往復の機材を大型化しました。
白浜−羽田線は検討しているといい、回復基調を加速させ
るために“攻めの姿勢”を打ち出している。
　全６便での機材大型化は、白浜−羽田線で1日３往復す
るようになった2010年度以降では初めてである。昨年10月
25日から就航するのはボーイング737–800（165席）。現在
は朝と昼、夕方の３往復で使用しているが、ただ今後も機材
繰りなどで、便によっては小さい機材を使う可能性もある。

昨年の夏季の観光客入込240万人

　昨年の７月、８月の２ヶ月間に県内７ヶ所の主要観光地
を訪れた観光客数はいずれも前年を下回り、総数も23.0％
減少の240万6100人となりました。新型コロナウイルス感
染拡大の影響により、外国人観光客や団体客が減少し、
予定されていたイベントの中止や夏休み期間の短縮も響い
ている。調査したのは、和歌山市、高山町、田辺市龍神村、
同市本宮町、白浜町、那智勝浦町、串本町、の７ヶ所。

田辺本宮大社　初詣客作年の２割足らず

　新型コロナウイルス感染症が広がる中で迎えた正月三
が日、紀南の神社仏閣の風景はいつもの年とは様変わりし
ております。感染症対策で祈祷やお守り授与の場所を工
夫したり、催しを無くしたり、いろいろ工夫をこらしまし
たが、境内の初詣客はまばらで昨年の２割足らずとなりま
した。
　例年だと熊野本宮大社は、元日が約２万人、２日と３日
はいずれも3万人で計８万人。昨年は47万３千人。７年連
続で40万人を超えていた。
　九 家隆宮司は「本宮大社は県外からの参拝客が多い
が、今年は控える人が多かった。それに加え、天気予報
があまり良くなかったのが影響しているのかもしれない」
と話している。
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電線・ケーブル・照明・配線器具
ネットワーク機器関連・機器用電線加工

海光電業株式会社
代表取締役　　神　山　欣　也

本　　　社 〒150-8502 東京都渋谷区恵比寿南 1-11-15
 恵比寿KDビル
 Tel. 03-3713-7166
大 阪 支 店 〒537-0014 大阪府大阪市東成区大今里西 1-1-5
 Tel. 06-6981-1641
川崎営業所 〒212-0054 神奈川県川崎市幸区小倉 5-18-21
 Tel. 044-599-1071（業務部）
茨城営業所 〒306-0101 茨城県古河市尾崎 2305-1
 Tel. 0280-75-2099
名古屋営業所 〒460-0003 愛知県名古屋市中区錦 1-18-24
 HF 伏見ビル 9階
 Tel. 052-219-2337
仙台営業所 〒984-0003 宮城県仙台市若林区六丁の目北町 15-40
 Tel. 022-390-1811
九州営業所 〒812-0011 福岡県福岡市博多区博多駅前 3-13-1
 林英ビル 402
 Tel. 092-433-0600
四国営業所 香川県高松市上之町 1-9-25
 Tel. 087-815-1161
URL　http://www.kaikou .co . jp/

株式会社リバティジャパン
代表取締役　山　本　勝　也

■事業内容■
飲食店コンサルテイング

飲食店及び食料品店の経営
レジャー産業の経営

不動産事業
エネルギー事業

■事 業 所■
農林水産省 北別館 1F

〒 100-8950　東京都千代田区霞ヶ関 1-2-1
TEL/FAX 03-5512-6477

経済産業省 本館 B1
〒 100-8902　東京都千代田区霞ヶ関 1-3-1

TEL 03-3580-5525
E-mail:yamamoto@liberty-j.com

〒104‒0061 東京都中央区銀座２丁目６番12号
大倉本館

電話（3562）1041（代表）

丸丸新新本本家家 株株式式会会社社
湯浅本店 丸新本家醸造元

〒643-0004 和歌山県有田郡湯浅町1466-1

TEL 0737-62-2267 FAX 0737-63-5789

URL https://www.marushinhonke.com

湯湯浅浅醤醤油油 有有限限会会社社
〒643-0004 和歌山県有田郡湯浅町1464

TEL 0737-63-2267 FAX 0737-63-5789

URL https://www.yuasasyouyu.co.jp

創創業業明明治治１１４４年年のの老老舗舗

「「味味ににはは絶絶対対のの自自信信ががあありりまますす。。
醤醤油油のの概概念念ががホホンントト変変わわるるののでで
ぜぜひひ味味わわっっててみみててほほししいいでですす。。」」

新新古古敏敏朗朗

丸丸新新本本家家 株株式式会会社社
湯浅本店 丸新本家醸造元

〒643-0004 和歌山県有田郡湯浅町1466-1

TEL 0737-62-2267 FAX 0737-63-5789

URL https://www.marushinhonke.com

湯湯浅浅醤醤油油 有有限限会会社社
〒643-0004 和歌山県有田郡湯浅町1464

TEL 0737-63-2267 FAX 0737-63-5789

URL https://www.yuasasyouyu.co.jp

創創業業明明治治１１４４年年のの老老舗舗

「「味味ににはは絶絶対対のの自自信信ががあありりまますす。。
醤醤油油のの概概念念ががホホンントト変変わわるるののでで
ぜぜひひ味味わわっっててみみててほほししいいでですす。。」」

新新古古敏敏朗朗
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東京都中央区銀座1-18-2 辰ビル4F
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エルアイエル国際特許商標事務所
所長弁理士 藤田和子
住所 〒104-0061 東京都中央区銀座4‐10‐10 ＧＭビル8階
ＵＲＬ www.lil-patent.jp
ＴＥＬ　03‐6688‐9677/　ＦＡＸ 03-6688-9678

知的財産権についての総合的なサポートを行っております。
特許、商標、デザインから地域ブランドやノウハウなど
経営やビジネスに欠かせない知的財産をお守りします。
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専務取締役　洞  善康

31
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「ぜひ、おいで下さい」その想いを店名に込めた日本料理店

お召し上がりいただくのは、和歌山をはじめ産地から届く海と山の旬の幸。
四季折々に移り変わる「和」の味覚を、心ゆくまでご堪能下さい。

ランチ　￥1,500～
　　　　 日替わり（和定食）、月替わり定食、二段味楽弁当、昼懐石

〒106-0045　港区麻布十番 3-6-9
　　　　　  電話 /FAX　03-6809-4867/03-6809-4868
営業時間　ランチ   11：30～14：30
　　　　　ディナー 18：00～22：30（ラストオーダー 21：30）
定 休 日　毎月第3月曜日　（ただし日曜日は昼のみ営業）
アクセス　地下鉄南北線・大江戸線
　　　　　「麻布十番」駅1番出口徒歩3分
URL　http://kitera.web.fc2.com/index.html

ディナー  ￥6,000～
　　　　 懐石コース、料理長おまかせ、アラカルト（単品）

新一の橋

二の橋

公園

善福寺

大丸ピーコック

大江戸線
麻布十番⑦出口

☆

☆

パティオ

南北線
麻布十番④出口☆

南北線
麻布十番①出口☆

和歌山にとことん拘ったお店

★

MMaaddee iinn JJaappaann  をを世世界界へへ

フォワーダー業務 ・ 通関業務 ・ バンニング業務

拠

空 海

陸

岸岸和和田田営営業業所所 〒〒559966--00001122 大大阪阪府府岸岸和和田田市市新新港港町町1100--99

TTEELL：：007722--443366--88887777 コージツ岸和田 検索

機機械械
最最高高６６００ｔｔをを輸輸送送
設設置置ままでで

船船
一一部部解解体体、、工工夫夫
ししててババンンニニンンググ

乗乗用用車車
最最大大乗乗用用車車66台台
軽軽トトララッックク77台台



令和３年１月１日　	 在 京 和 歌 山 県 人 会 会 報	 　第 174 号

（ 20 ）

社会インフラと、日本のモノづくりに、
ⅠCTで貢献します。

 事業内容　独立系のⅠCT 企業として、
「社会インフラ・システム」を中核に、「ⅠｏＴシステム」の開発、
「セキュリティ」などの各種ソリューションを提供してます。

【東 京 本 社】 東京都港区港南４－１－８
【国 内 拠 点】 大阪（大阪市北区）
 福岡（福岡市博多区）
 仙台（仙台市青葉区）
【海 外 拠 点】 米国・サンノゼ（シリコンバレー）
 中国（大連、北京）
 ベトナム（ハノイ、ダナン、ホーチミン）

ウェブサイト： https://www.adniss.jp 代表取締役社長　上田　富三
（和歌山県 橋本市 出身）

東証 1部
証券コード　3837

Environment

Security

Safety

安 心

安全

環境

Comfortable

快適

医療
（医療・介護システム）

エネルギー
（電力・ガスシステム）

防災
（広域防災システム）

航空
（航空、空港システム）

宇宙
（宇宙システム）

自動車・道路
（自動運転、先進EV）




